令和３年１月15日
調　査　報　告　書

長岡市文化財保護審議会委員　
　長谷川　一夫　
１　名称及び員数
　　名称：焼組香奉納額
　　員数：１面
２　所在の場所又は所在地

　　長岡市与板町与板乙6044
３　所有者の氏名又は名称及び住所

　　名称：都野神社
　　住所：長岡市与板町与板乙6044
４　品質及び形式

　　奉納額
５　寸法及び重量又は材質

　　寸法：縦87ｃｍ、横270ｃｍ
　　材質：木製
６　徴証及び伝来

　　　香道は江戸時代、武家社会のみならず庶民の間にも広がり、教養のひとつであった。与板で香道がいつ頃から行われたかは分からないが、都野神社の焼組香奉納額は、宝暦９年（1759）２月３日に同社で催された香席の様子を詳しく伝える。願主は当時、与板一、二の豪商といわれた東備前屋の江口朋光で、大口樵翁などの系統をひく大枝流芳の門弟で、茶道の達人と称された人である。
この香席は、２月初卯の日に洛南の男山（京都・石清水八幡宮）で御神楽が奏されることに因み、与板の八幡宮（都野神社）も御神体の一分身であることから催されたものである。焚組の供香を催して神に感謝したいとその趣旨が記されている。併せて、願主江口の心には、京坂・江戸から客人を招いての盛大な「一炷焼供香」を催すことができたことへの感謝の意、さらには与板の香道の隆盛への願いがあったのであろう。なお、このような香席を記念した奉納額は他には例を見ず、全国的にも珍しいものといえる。
額文によると、香筵は香元の内藤の主催により行われた。最初の焼組香では、「立舞袖」藩士の内山、「春日野」東備前屋の江口、「わか草」大坂屋の三輪、「みゆき」和泉屋の山田など与板ゆかりの武士商人の名が続き、香元の「靏の齢」で終える。続く一炷焼供香は、「御祓川」藩用人の江原、「松風」供番の河西、「蝉の小河」長明寺の住職、「哭梅」江戸の守随信、「呉竹」京都の空花恵南、「天の戸」大坂の杭全成政、そして大口樵翁の「百華」で終える。このうち大口樵翁は名を保為、号は含翠・養浩斎・芳林庵などで、石州流を大西閑斎に学び、のちに大口派を開いた茶人である。空花恵南は京都の僧・華道家で、恵南流の祖という。

京坂・江戸、藩役所から客人を招いたこの香席は、与板商人の財力や素養とともに、朋光の茶香界における人的ネットワーク、香道を通した商人や僧、藩士らとの交流の一端を伝えるものであり、当時の与板にはこうした文化的なサロンが形成されていたとみることができる。雅な香道のたしなみが北越の地まで伝えられ、確実に根付いていたことを実証する資料である。
７　制作年代及び作者

　　制作年代：宝暦９年（1759）か
　　作　　者：不明
　　奉 納 者：江口朋光
８　現状

　　保存状態は良好

９　その他参考となる事項

　　　額背面に「致再興　奉懸御宝前者也　干時嘉永元戊申年九月　五代　江口彌兵衛」の墨書が残る。都野神社は天保７年（1836）の大火で社殿が類焼しているが、この奉納額は運び出されて難を逃れたとの話が伝えられる。これら伝承と墨書の内容から、火災の難を逃れた奉納額が嘉永元年（1848）９月、社殿の再建にあわせて再掲されたことを、時の江口家当主・五代彌兵衛が記したものと考えられる。
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